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信じる幸せ（ヨハネ12:37-46）
　今も多くの人が幸せを求めて頑張っていますが、思いどおりに行かないで不幸を患っている状況です。また、あらゆる面で発展を遂げているにもかかわらず、それでは止められない災いが国のレベル、社会のレベル、個人的なレベルで襲いかかり苦しんでいる人が多くいます。それで人々はまことの心の平安を持つことができないので、精神的な病や心の病を患うようになるし、またそれがどんどん増えていっているのが現実ではないでしょうか。今私たちはそのような世の中を生きています。それがこの世というところです。つまり、この世にはいろいろな声が飛び交っていますが、実は神様からの救いが絶対的に必要なところであり、神様の救いが求められるところではないでしょうか。そのことを今神の民として、礼拝をささげているクリスチャンのひとりひとりがまず心に留めてメッセージに耳を傾けていただきたいと願います。

いつこの世のための、またこの世を助けることができる神様の救いのわざが始まるのか。どのようにしてそれが始まり、また進んで行くのか。それは先に救われたクリスチャン、信徒ひとりひとりがまことの感謝を回復するときです。皆さんが本当の意味でまことの感謝を神様に捧げる、その感謝のゆえに皆さんが世の中の人はまったく知らない幸せを幸せだと感じている、そのようなときがスタートです。だから、この世が助かるかどうかは、皆さんが感謝するかしないかということにかかっているものです。もちろん、皆さん、ひとりひとり個人の人生の豊かな祝福にもかかっているものだし、それに留まらず、皆さんの周辺、周りがいのちの光によって照らされて変わるのかどうかが、クリスチャンの皆さんの感謝にかかっているということを今日覚えていただきたいと思います。そうすると、今皆さんは今日のメッセージを聞きながら終わるころには「私にその感謝が回復できるように」と祈りつつメッセージを聞いていただきたいと思います。またメッセージを聞く前に「神様。どのようにすれば感謝が回復できるのでしょうか。私は今本当に感謝しているのでしょうか。何が感謝なのでしょうか。どうすれば感謝できるのでしょうか」という質問を持ってメッセージを聞くと言うのが自然でしょう。それが祝福です。皆さんの感謝がこの世が助かるスタートです。皆さんのまことの感謝こそが皆さんの周辺を明るく照らすわざの始まりです。そのことを覚えていただきたいと願います。そのために、まず私たちはこのような質問から始めないといけないと思います。

人生において一番重要なことはいったい何なのか。私たちの人生の中で最も大切な宝、重要なことは何なのかという質問から始めて、その答えを得ると言うことがまことの感謝への道です。そのためにいろいろな人が人生について、人類の歴史についていろいろ語っていますが、聖書が正解です。この聖書は人類の歴史のことをどのように語って紹介しているのかに目を留めないといけません。人類の歴史はどのようにスタートしたのでしょうか。アメーバーから自然に進化してとか、太陽が爆発してとかではありません。創造主である神様がこの地球、宇宙を創造し、その中で人を特別な目的を持ってつくられました。それで人を特別な存在としてつくられたことが、人類の歴史のスタートです。聖書を見ますと、人は犬や猫のような動物と同じ部類ではなく、神のかたちにつくられて唯一神様と疎通できる、コミュニケーションがとれるような存在としてつくられました。つまり、人間だけが唯一肉体を持っていながら霊的な存在です。肉体を持っている被造物はただの肉体です。肉体のない者はただの霊です。人間と言うのはどれほど特別な存在なのかと言うと、肉体を持っていながら魂のある、神様と交わりができる唯一霊的な存在です。神は霊です。神様は肉体を持っていらっしゃいません。悪魔も天使も霊であり肉体はありません。それから、猫や犬、豚などは肉体を持っているだけであって霊の存在ではありません。ただその肉体のある地球と霊であられる神様とつなぐことができる唯一の存在、肉体を持っていながら魂のある霊的な存在、それが神のかたちという言葉であり、それが人間であり、また人類の歴史の始まりです。ですから、人は他の被造物より想像をはるかに超えた神様の祝福をいただいて、宇宙と地球を管理できる祝福の存在でした。それでアダムが目の前を通る動物を見た途端に名前をつけると、そのまんま名前になるほど人類を治めることができる存在でした。初めから人は特別な存在で、また祝福されている存在です。その人類が罪を犯すことによって、神様から離れて、神様との交わりと祝福の関係はすべて断たれるようになりました。これが人類の不幸の始まりであり、不幸の理由です。いまや私たちが表面だけを見て、親が悪いから、社会が悪いから、自然が悪いから、私の生まれた環境が悪いから、自分の能力がないからとか、問題、また不幸に対して様々のことをとりあげ、様々な理由を持っているのですが、それは歴史がわかっていないからです。人がどのような存在なのかわかっていないからでしょう。人は神のかたちにつくられたもので、そこが歴史の原点でありスタートです。人が罪を犯して神から離れ、神を失ったことがすべての問題の理由であり、すべての不幸がそこにかかっています。そこから始まったものです。これを理解しない限りは、この世の中を助けることができる信徒のまことの感謝にたどり着くことが難しいです。だから、ぜひ吟味し真剣に耳を傾けていただきたいと思います。

何が問題でしょうか。なぜ人々は不幸を患い辛いのでしょうか。それに100の質問があれば100の答えがあります。でも、聖書にはそのように言っていません。そのような答え方ではまことの感謝に至ることができません。理由はひとつです。神から離れているからです。神様がいらっしゃらないからです。神を失ってしまったからです。ここがはっきりしない限りは次に進みません。幸い、クリスチャンであった、教会に通って礼拝を捧げていたとしても困難が絶えません。ずっとモヤモヤしてこんがらがるようになります。イスラエルの民からも見られるように、逆に「クリスチャンにならないほうがよかったのでは」と思うような状況まで追い込まれるようになります。何のためでしょうか。何が問題なのかがはっきりしていないからです。まったくややこしくないし、複雑でもありません。いのちと祝福の基であられる神様から離れてしまったからです。だから、神様と出会うことが答えであり、その神様の救いが求められるものです。ここをはっきりしていただきたいと思います。これをクリアする人が歴史を理解し述べることができます。他の人が述べる歴史はただ事実だけであって、歴史の意味を語るわけではありません。それで人々は祝福の存在だったのに、私たちが見て経験してきたように、今現在も全世界が見ているような不幸の中、様々な災い、問題を抱えて生きるようになりました。そして、それをどうにかしようと歴史の中であらゆる工夫をしてもがいていたのですが、何の改善などもありません。
聖書では歴史のことをこのように語っています。どんなに頑張っても、時代がどう変わろうが解決になりません。解決の道はないと言うのが歴史です。そうではないでしょうか。素直な人は自分の人生をふり返っただけでも希望はないし、なにをどうしようと、どこに転んでもそこに光は見えませんと言わざるをえないでしょう。それが個人の人生から見られるだけでなく、社会からも人類の歴史がそれを物語っています。解決の方法はどこにもありません。文明が発展しても経済がどんなに豊かになっていても、人々が秩序を守り、またよりよい社会にするために一生懸命、システムを作って頭を絞り研究し、様々な制度、ルールを定めて頑張ったとしても悪くはないのですが解決には至りません。これが歴史です。これが正しい人生の理解です。あとから神様が「そうでしょう」と提示したり修正したりしたわけではありません。最初から他には解決の方法、救いようがないのでキリストを約束されたのです。そのキリスト以外には人類の希望はない。個人の人生にも救いはありません。この社会に平和とまことの希望などは期待できないと約束されました。最初から、女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕くとおっしゃいました。だから、人類の歴史を理解するうえで、このキリストの約束を知らないでは歴史は理解できません。地球の歴史はこの約束が成就するためにあったものです。このキリストの約束を中心にしてすべてが動かされていたものです。他には本当に希望がありません。経済的に豊かになるのは便利でしょう。ある歌手が歌で稼いだお金が300億円ぐらいあり、お金に困らないので自分の家を買いました。72億円のものすごい豪邸です。家の中のプールに流れるプールがあるのですが、そのようなものが個人の家の中のプールにあるくらいです。なにもお金に困ることはありません。確かにお金があれば買いたいものが買えるし、やりたいことがやれるかもしれません。しかし、それでは人類の、またひとりひとりの不幸は解決しません。だから、最初から神様はキリストを救い主として約束されました。他には道がありません。お金が豊かになり便利なのは間違いありませんが、だからといって神様と出会って神のいのちの祝福にあずかるかというと、それはこれっぽっちもできません。勉強することもいいし、研究をすればするほど、ひらめきによってびっくりするほどのいろいろな新しい発見があります。それが実際に人々の生活を潤す場合もあります。それを否定しません。しかし、だからといってその研究を極めたとして、離れてしまった神様に戻ることができるかと言うとそれとはまったく関係ありません。だから、救いようがありません。希望はないのです。それで神様は一番よくご存知な方なので、そのすべてを最初からキリストを約束されました。そのキリストが世に来られたとなれば、それより大きなニュースは地球に存在しないはずです。キリスト一点にすべての希望が絞られます。そのキリストが唯一の希望、唯一の答えであるキリストが世に来られました。その方が処女マリヤから生まれて、十字架にかけられてよみがえられたイエス様です。つまり、あなたがたの目の前に現れた、この地球に来られたイエス様が唯一の希望であるキリスト、その方だと言うお話が最高に幸いな、最高の祝福のお知らせであり、地球には一番重要なメッセージであり、これこそが神様の声です。キリスト以外には神に出会うことができないし、つまり、希望はどこにもないし、幸せはどこからも得られません。キリストしかないので。Onlyキリストだけです。そのキリストが来られたから、なんとビックニュースでびっくりでしょうか。その方がイエス様なのです。ここにいるイエスがそのキリストです。これより重要なお話はありません。世の中にはSTAP論文もあるし、いろいろな声、理論、論文がたくさん出て飛び交っています。しかし、このお話のように重要なものはありません。キリストだけが希望です。イエス様こそがそのキリストです。もう来られたのだからもう終わりではないのか。ここにある。皆さんにとって最高に幸いなお話しお知らせであり、なにより重要なメッセージであり、これこそが神様の御声です。多くの人が、特にユダヤ人も「これが神様の御声です」と言います。旧約のときにいろいろな預言者が立ち上がっていろいろなお話をしていたら、神様は「このお話を正しくする人以外は自分でこれは神の御声、神のみことばですと言っていてもそれは神のみことばではありません」とはっきりとおっしゃっています。旧約のエゼキエル、エレミヤなどを見ますと書いてあります。
だから、神様の声にしか希望はないのですが、神様の唯一ということはなにかというと「キリスト以外には希望はないので余計なさまよいはもう終わりだ。偶像の方に行ってはだめだ。そして、そのキリストが来たのだからここに希望がある。イエスがキリストだ。だから、だれでも条件なしでこのイエスの方に行きますとイエスを信じる者は、イエスの御名を呼ぶ者は救われる」ということです。当たり前でしょう。キリスト以外には希望がないのですから。イエスがもしそのキリストであればイエスがキリストだと言うことより重要なお知らせはありません。どこにでしょうか。地球上に。歴史の中で。本当です。だから、今までどんな人生を歩んできたのか、今どんな問題を抱えてどのような社会的な身分なのか、いろいろ人それぞれです。まったく関係なく、これが一番重要なお知らせなので、歴史の中で人生の中で何より重要なことなので、これだけが神の御声なので、だれでもイエス様を信じて救い主として心に受け入れることがあれば、その人は即座に今までの滅びるしかない、滅びの呪いの運命から、運勢などの様々な束縛されているところから完全に永遠に解放されます。これが約束です。なにかをしたからではありません。努力をしたその功にあわせて報われると言うことではありません。ただイエスがキリストなのでこれより重要なものはありません。そのイエスを信じる者は、その人の存在が根本から変えられて存在そのものが違うものに、新しいものに変えられます。生まれ変わるようになります。ただ肉体がそのまま残っているから、それを感じないまま皆勘違いしているだけであって、キリストがもしイエスであれば、イエスの御名を呼ぶ者は古いものは過ぎ去って新しく生まれかわるようになります。今ひとりひとり確認はしていませんが、私が申し上げましたとおりに皆さんが「キリスト以外には希望がない。イエスがそのキリストだ」と言うことが聞こえてイエス様を信じた方であれば、皆さんの今の状況がどうであれ、肉体的な条件がどうであれ、悪い性格が変わったかどうかは別にして、皆さんは存在が別の存在になっているということを覚えてください。それを感じることは難しいので約束を握って自分自身に言い聞かせ「本当にそうなのだ」と心に確信が来たときに人生変わります。そうでなくてももうすでに変えられているわけなのですが、信仰生活は何なのか。ある意味、伝道は何なのか。そのように自分の存在そのものがもう違うものに変わっているということがどれほど意識するかが信仰生活です。変わっています。これがイエス様を信じることです。

何をしてこのように自分の存在が変わるのでしょうか。いまだ愚かなものは「いや、ありのままで買わないでよい」と変なことを言っているのですが、それは別です。もし皆さんがイエス・キリストの前で、今まで人間的な様々なハードルなどがありましたが気にせず、ありのままイエスの方に行くと言うことが「ありのまま」ということです。そして、イエス・キリストを受け入れたあとは根本的に変えられているわけなので、肉体的にはありのままで気にしないでという意味であって、キリスト、イエスを抜きにしてありのままではありません。ありのままではいけません。イエスを信じて存在そのものが悪魔の子と呼ばれる、所属が悪魔、プロダクションが悪魔になっていた、悪魔の軍団から光の軍団に変えられない限りは人生面白くありません。イエス様を信じるとただ表面だけがすり替わるようなことではなく、根本的に存在そのものが変わります。これはどのように強調すればよいかわかりませんが、ここが一番肝心なところです。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか。しかし、肉体的には同じです。昔の習慣もまだあるかもしれません。弱さもあるかもしれません。だから「昔のあなたは死んで存在がなくなり、新しい存在なのだ」とおっしゃっているのに実感がわきません。そこがどれほど近づくのかが人生の勝利のすべてです。皆さんの努力とか能力ではありません。神様が勝利できるように存在を変えてしまいました。そのためにイエス様が血を流されたわけです。それでサタンはそこに目を留めることができないように混乱させるものなので、私たちもそれを理解しあえて時間を作り集中しながらそれを自分自身に言い聞かせるのです。それを黙想と言います。

前にもお話したように黙想と言うのは、「黙」は黙ることです。今までのすべてを黙ってこれひとつに集中することです。とのかくイエス様を信じることは死からいのちに移っているのです。２度とカムバックなどはできないように、存在そのものが変えられていて、その存在の変化に伴って天にある霊的なすべての祝福をいただくようになります。即座に。中々、信じられないでしょう。まだ仕事も手に入っていないし、まだ病気も治っていないし、いろいろなことを考えるかもしれません。関係ありません。キリスト以外には希望がない。イエスがそのキリストなのだから。これより重要なことはありません。だから、だれでもこのひとつ、イエス様を信じることによって永遠に奪われることのない、変わることのない祝福に預かるようになります。パウロがこの祝福を告白したのは、刑務所の中でした。ヨセフは濡れ衣を着せられて牢屋に入れられたときに主がヨセフとともにおられるから。ダビデは死の影の谷を歩きながら、逃亡生活をしながら、主は私の牧場の羊飼いであり、神様がともにいらっしゃるから、神様と出会っているから、つまり私は救われたので神が聖霊をとおしてともにおられる存在であるので乏しいことはありません。私は幸せだ。だれも奪い取ることができない永遠なる祝福が与えられその主人公になります。

そして、それは裏返しますとどういう意味なのかというと、これから私の能力と関係なく、今までの過去等に引っかかる必要もありません。ひとりひとりイエスを信じる人は全員、これから権威を持つ者になります。つまり、その人が行くところ、その人と関わっているところ、その人の周りの暗闇の力が打ち砕かれて彼らを助けられる存在になります。それは自分で努力したからそうなったり、訓練を受けるからそうなるということではなく、神の子どもになるのと同じレベルで自然に当たり前にイエスを信じると、それ以上重要なことは地球上ないのでその人は周りを助けて周りを変える権威を持つようになります。だから、必ずその道を歩むようになります。ただ信じないから問題です。イエスを信じることは一人の人生がこのように変わることです。しかも地上の人生というものは１回限りのものであり、いつかは終わるものです。そして、人生が終わると永遠の天国に迎え入れられるように、イエス様を信じたその瞬間から完璧に保障されます。イエス様を信じるとこのようになります。神が離れていてどうしても会うことができない。その神様と会って、神様がその人の中に入ってともに住まわれるように変わるのです。この変化は地球が半分に分かれても変化はもたらすことはできません。世界中のコンピュータを全部集めてその力を結集し何かを作ったとしても、この祝福とは関係ありません。だから、人生の中で、人類の歴史の中で地球上、最も重要なのはキリストであり、イエス様がそのキリストだと言うお話です。それほど重要だから、ただイエス様を信じるだけなのにその人は根本から永遠にその存在が変わります。だから、いつでもどこでも私は幸せですと言えるように。自分で知らないでやられているだけ、だまされているだけであって、何も思い煩わないですべてが逆にサタンのしわざでさえ失敗でさえ働いて益となるような存在、人生に変わるのがイエス様を信じることです。私は自分の小さな頭では全部理解できませんが、聖書を見ながら「なるほど、不思議だな」と思いました。サタンが暴れること、それによって信徒がものすごい過ちを犯した。それはそれなりに悪いのですが、胸が痛むことですが、最終的には神を変える、神に勝てるものはなにもない。それも結局、神の計画に役立つようになるのです。何が問題でしょうか。だから、そういう意味で間違っている人や無知な人、弱い人間を勝手に裁いたり判断したりしないようにと言われるのです。それも結局、益になるのです。ペテロがイエス様を３度否定しなかったらどうなるでしょう。３度否定したのはペテロの問題なのでしょうが、そのときペテロは３度否定せざるをえません。何が問題でしょうか。すべてが天国ではないでしょうか。イエスを信じると神の国がその人の中に臨まれます。それほどイエス様を信じること、イエス様はキリストだからそれより重要なことはありません。しかし、残念ながらこのお知らせ、お話を人々は聞く耳を持つことができません。これがジレンマです。他のいろいろな話は聞こえてくるのですが、このお話だけは聞こえません。人のすべての問題は神を離れていること。これは聞こえてきません。だから、他は何をどうしてもその解決に至りません。キリスト以外には希望がないと言う話は、ものすごく研究して頭がきれる人間でもこれは聞こえません。不思議ですね。それを罪と言います。よく覚えておいてください。罪は人を殺すことだけではありません。罪の裏返しはこのお話がピンとこないのです。イエスがそのキリストなのだと言う話が聞こえてこないし、最悪の場合はそれが自分自身を暴れさせるようになります。他の話はそんなでもないのに、イエスが唯一の希望なのだという話を聞くと聞いていられないような人も多いです。不思議ですね。「あなたのお母さんは悪い人間だよ」という言葉には少し怒る。でも、まったく関係ない「イエスがキリストだ」という話になると、物を投げ出したりする人間もいます。そうではなく穏やかに断ったとしても聞こえません。ですから、本当の人類の人生の不幸は私たちが考えている不幸が不幸ではなく、この唯一のよい知らせ、祝福の知らせ、イエスがキリストでだれでもイエスを信じるとこれより重要なことはないので、すべてから解放されて新しく変えられ人生変わると言う話が聞こえてこないのが不幸です。
今日からはっきりさせてください。それが不幸です。お金がないことではありません。病気にかかっていることではありません。神様は病気の人におっしゃいます。神から離れているからなのだよ。神と出会うチャンスなのだよ。キリストがその道です。イエスがキリストです。チャンスではないでしょうか。精神的にどうにもならない問題に捕らわれているでしょうか。神から離れているからです。だから、神様に会わないといけません。他には治療の方法はありません。それでキリストを送ったのです。あなたを愛してイエスがそのキリストだから何の条件もありません。このイエスをただ信じ受け入れるとあなたの存在が変わるのだから、根本から根っこから放り出されて違うものに変わるのだから信じなさい。これだけなのに、すべてのお話が全部耳に入って頭が複雑になっているのに、このお話だけは聞こえません。悲しい出来事があって離婚の危機にあって子どもが事故に遭って悲しくて相談に来ます。「そうですか」と一緒に泣きながらその理由をお話して「神はあなたにチャンスをお与えていらっしゃいます。神様のサインなのです。イエスを信じなさい」となると顔色が変わります。泣いて悲しい顔をして何かを求めていた人が顔色がすぐに変わって「それはいいよ」と聞きません。どんなに飢え渇きがあっても聞きません。それが人間です。そこがジレンマです。私たちにはキリスト以外には希望がありません。イエスがキリストとして来られました。だから、すべての人にこの祝福の救いの機会をオープンされているのです。ただ問題はそれが聞こえてこない。だから信じられないのが不幸です。これからはイエスがキリストである以上そうです。
今日の聖書を見るとこのように言っています。彼らはイエス様のことを信じませんでした。その理由について神様が彼らを見えないようにし心もかたくなにし、見ずに、また理解もできないように、改心できないようにしたと書いてあります。うっかりすると神様が信じようとしているイスラエルの民をわざと信じさせないようにしたと見えるでしょう。これはそういう意味ではありません。元々、人は罪を犯していて人生において人生の滅びと呪いと、祝福と幸せが左右される一番重要なお話し、イエスがキリストだと言うお話は聞くことができない罪人なのだと言う意味です。元々、聞くことはできません。頭がきれているから聞けるとか、研究するから理解できるという次元ではありません。すべての人は罪を犯したので聞くことができません。それが今日のお話です。それは心の根本の方が壊れているので、根本から不信仰を抱えているし魂が破壊されているのでだれでも信じることができません。それが不幸です。たまにイエス様を信じた人はたくさんいた。けれども、告白ができなかったと言います。人のことを気にして。それは信じるとは言えません。せいぜいそこまでです。皆さん、今短い時間ですが神様が皆さんに正しく悟りを与えられると信じております。人類の中で、人生において一番重要なのはキリストです。キリスト以外には本当に希望がないと言う話なのですが、その意味を理解しないといけません。キリストだけに希望を託すようにならないといけません。

そして、感謝なことにイエスがキリストとして来られたのです。だから残りの課題は一つしかありません。そのお話を聞いて「なるほど。私にはイエス様が必要なのだ。だれかのせいでもないし、なにかが足りないからでもない。私はイエスが必要なのだ。イエスが私の人生の答えなのだ。私の人生は存在から変わらないといけない。イエスが必要なのだ」と言う思いになって、そのイエスさまを信じるだけで皆さんは存在そのものが暗やみから光へと、神の子どもに変わります。根本から全部変わります。だから新しく生まれると言っているでしょう。それだけです。イエス様を信じることはそういうことです。ただこのお話が入って来ません。興味もありません。他の話はものすごくデリケートなのにこれは興味を持ちません。あるいは暴れます。あるいはとんでもない話のように聞こえます。皆さんいかがでしょうか。それは今のお話に問題があるからではなく、今日の聖書を見ると私たちの心と魂の状態がもうぐじゃぐじゃに破壊されている状態なので最初からできないのです。これが実情です。
それで、私たちはこのように質問しないといけません。そのあとイエス様は「私は光として来た。私を信じる者は創造の神を信じることだし、私を見た者は神様を見た人」だとおっしゃっています。もしこの今の一番重要なお話し、それが聞こえてきて心からなるほどになってそれが信じられるようになったとすればどういうことなのでしょうか。元々、ありえない話です。信じることがだれかは信じてだれかは信じないと言う話ではなく、今日の聖書が私たちに強調しているメッセージは最初からだれも信じることはできないのです。このイエス様を信じること以外には希望がないのに信じることができないのです。それを踏まえて、それなのにもしこのお話が私に興味をもたらし聞こえてきて「なるほど、そうなのだね。実は親や自分のせいにしていたけれども、そうではなくて神から離れているからなのか。今までそれを知らないでこれにもあれにも突っ込んでいたけれども全部失敗だったのではないか。キリスト以外には、神に出会うこと以外には答えがないのに今まであらゆるところにつっこんでいたのだね。そのキリストがイエスだ、なんと感謝なことでしょう。キリストがキリストのままでいればいつまでも待たないといけないのに、そのキリストが来られすべてのチャンスがオープンされているからなんと感謝でしょうか。なるほど、イエス様を信じることがすべてなのですね。イエス様が救い主なのだね。イエス様を信じようじゃないか」と言う気持ちになったとすれば、信じると言うことが何のことなのかと言うと、元々、ありえないことなのにありえたということは私、自分のなにかと一切関係なく、100％、200％神様の恵みなのです。エペソ2:8には神の恵みによる信仰によってあなたがたは救われた。それは神様の無条件のプレゼントだとあります。信じると言うことに対して皆さん軽く思うかもしれません。それは100％ありえないことなので、神様の恵みの他には何も言えないし、それはまた別の言葉で言うと自分が人間的な有様と関係なく、神様に選び抜かれて召されて、神に選ばれた存在であると言う意味です。皆さんは簡単に信じたかもしれませんが、信じることに対してもう少し真剣に考えて向き合っていただきたいと思います。

なぜでしょうか。そこからまことの感謝が生まれます。世界中のどんな奇跡よりも、それと比べることができないほどの奇跡が皆さんに起きたのです。皆さんは奇跡の人であり、奇跡の主人公です。何をとおしてでしょうか。イエス様をキリストだと納得して心から信じるようになったとうことです。もっと正確に申し上げると、信じる前に聖霊が皆さんの魂と心を動かしたので信じるようになったのです。あとでわかることですが。だから皆さんは人生の中に一般的に言われている奇跡などが見られなくても奇跡の主人公なのです。それを覚えていてください。ペテロが言いました。あなたは生ける神の御子キリストです。そのときにイエス様が何とおっしゃったでしょうか。これはあなたの親や血肉のなにかによって悟ったのではなく、天にいるあなたの父があなたに教えたものだ。これは人生の呪いと祝福が分かれるところです。滅びるか地獄に行くか、天国か神の子どもになるかが分かれるところです。それより重要なものがどこにあるでしょう。存在が悪魔に属しているまま地獄の人生を送って地獄に落ちるか、あるいは光の子どもになり神がともにおられる神の神殿に変えられて勝利の希望の人生を歩くかが分かれるところが今のこのお話です。すべての問題は神から離れているからです。キリスト以外には神に会うことはできません。イエスがそのキリストです。これが聞こえますか。これからはそれがなにより重要なこととして皆さんの中に整理しないといけません。そして、そのイエスさまを信じることによって他の条件はありません。人生が変わります。約束です。それだけに鍵がありそれにすべてをかけてください。ややこしくありません。どこかではこれを聞いてもまた異端だとかそのような話を聞きますと、これが飛んで行ってしまいます。それも悲しいです。しかし、残念なのはこの人生の運命を左右する天国、地獄を分けてしまうようなこれが聞こえてきません。絶対に理解できません。信じることができないのに、もしそれが「なるほど」と聞こえてきてイエス様を信じられるようになったとすれば皆さん覚えてください。単純な小さなお話ではなく皆さんは今の現状、有様と関係なく奇跡の主人公であり、神に選ばれた貴重な尊い存在であり、皆さんは100％神の恵みによって生きる者です。自分のなにかを気にして悲しんだりする必要はありません。どうせ恵みによって生かされ、恵みによって生きる者なのだから。これが今日のメッセージです。信じることが幸せです。それプラス何かを考えるからこんがらがってしまいます。神様はそれに加えてすべてを与えられますが、そのスタートはそれが歩かないか関係なく、今回の韓国の船の沈没でタラッパンの長老さんが「そうでなくても」と告白したように、イエス様を信じることはこういうことでしょう。
そうならば私はこのイエス様のお話が聞こえてきたこと自体がもう奇跡で幸いです。イエス様を信じることができた、信仰を持つようになったというのが神に選ばれたことであり、私は幸せな者です。なんと感謝でしょうか。絶対不可能なことなのに。不可能だからと言ってそのままにすると地獄に行くしかないのに、このお話が聞こえてくるようになったこと自体がもう奇跡であり恵みであり、だからそれを感謝するのがクリスチャンの本物の感謝、まことの感謝です。それを皆さんが回復するときに皆さんの周りは変わります。世の中の人と同じレベルで感謝したり悲しんだりつぶやいたりうれしかったりするから周りが変わらないのです。神の救いは今皆さんの周りに与えられようとしています。いつでしょうか。今でしょう。イエス・キリストの福音が聞こえてきて信じるようになった皆さんが、それ自体が感謝で幸せで「もうこれ以上何もいりません」と思うくらいそれを感謝にしてください。そうすると、そのときから始まります。それをぜひ回復してください。
言葉をまとめます。今強調して申し上げましたように。私たちはこうするから感謝、ああするから感謝できないと言います。クリスチャンであるにもかかわらず、古きものそのまま引きずっているのです。だから進歩が見られません。簡単です。今のお話をきちんと心に留めて、福音が聞こえてきたことだけ、そして、それが心から信じられるようになったことだけ、これで感謝するようにしてください。これこそが本当の感謝です。そして、信じることができたこと。これに幸せを感じないといけません。だから「私は幸せです。どうして私はイエス様を信じるようになったのだろう。幸せなものだ」。昔の人は海を見て歌いながら「幸せだな」と言ったのですが、「どうして私のような人間がこの福音が聞こえてきて信じるようになったのだろう」と同時に、今までこうなったにもかかわらず、この信じることに対してあまりにも馬鹿にしていたのだと悔い改めてください。それがスタートです。それが皆さん、いやしのスタートです。
それから、その感謝と幸せを持って信じる人に神様が与えられた完璧な祝福があります。十分な祝福です。それを確認しそれが自分のものだと言う確信を持って告白してください。私は解放されもう問題はない。滅びて呪いの波風が私を襲うことは絶対にできない。なにがあっても、私は存在そのものが幸いな者、光の子ども、天国の者として変えられ、この祝福は奪われることができない。この祝福は裏返しますと十分に周りの神から離れて患っている人々を助けることができる祝福です。そのような存在だとそこまで考えてください。いつ死んでも天国に迎え入れられるから大丈夫です。この祝福を自分のものだと確信するようにしてください。皆さんは地球上、宇宙の中で、歴史の中で一番重要なお話を聞いて聞き取れた存在です。博士より皆さんが賢い方です。

それから、最後です。この信仰を命より大事にしてください。なにがあっても曲げないでこの信仰があること、信じるようになったと言うことに対して自負とプライドを持つようにしてください。ちょっとしたことで信仰をすぐに曲げたり、何かの話が聞こえるとこの信仰になにか違うものを入れようとしたりしますが、それをしないでください。何があってもこの信仰は曲げることはできません。この信仰こそが自分の人生の中で何より大切な宝であり重要なものです。信仰によいものを選び、そうでないものは断ったほうがいいです。これは曲げてはいけません。たとえ皆さんが先ほどもお話したように、死の影の谷を歩いたり、たとえ皆さんが失敗をしたとしてもこの信仰は曲げてはいけません。信仰を命より大事にしてください。これがすべてです。そのために今のレベルではこれを実践するためには普通ではうまくいかないので黙想する時間を必ず設けてください。１日１回でもよいです。今のこのような話を黙想、考えることです。その黙想の結果、どこまで行けばいいのかと言うと周りの人々が伝道の対象に見えてくるときまで。「なるほど、キリストが必要なのだな。なにがどうであろうが関係なく、神から離れているからなのだな。キリストしか希望がないのに」と言う目で見られるときまで黙想してください。そすすると、そのことを課題にして祈り始めると、世の中に絶対に必要な神の救いのわざが皆さんをとおして始まります。皆さんの能力と関係ありません。黙想して現場が見えてくることです。当たり前ではないでしょうか。彼らがうらやましく見えるでしょうか。祈りはそれを祈りと言います。それを課題にして祈ってください。皆さんはそれを祈りますと、祈りが天に届いてその答えとして皆さんの周辺に奇跡のわざが行われる、暗闇が全部砕かれるような条件を皆持っていらっしゃいます。知らないだけです。それがイエスを信じると言うことです。神様はイエスを信じることにすべてをかけました。だからそれより重要なことはありません。それができたというのは奇跡の中の奇跡です。皆さんがこの福音のお話を聞いて、それを心から信じるようになったことを感謝して大事にしてください。今まであまりにも馬鹿にしていたと思います。すぐに健康にならないからこの信仰を馬鹿にしていたかもしれません。すぐに昇進しないから、すぐに自分の性格が直らないからこの信仰を馬鹿にしていたかもしれません。そこがすべてです。そこを直すように。なにがあってもイエスを信じる信仰より大切なものはないし奇跡はありません。
（祈り）

愛する天の父なる神様。私たちがイエス様を信じるようになったことが実はありえないことであるし、神の恵みであるし、奇跡の奇跡であることを教えられました。どうかこの信仰のことを大事に感謝して、そこから幸せを味わいまた告白できて、その信仰の中にある祝福を存分に自分のものとして味わい、周りを伝道の対象者として見ることができるところまで黙想を続けることができるようにひとりひとりの心を主が捕えて導いてください。私たちにイエス様は与えられ、また信じることができるように恵みを与えられた主に心から感謝します。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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